
認す詩新潟勝十日町附近の地震

波佐谷慶孝
心

緒言昭和 8年 10月 4白 3時.39分頃，新潟懸十日町.附近を中心と仁

て地震が起った。有感直域は本州中部，関東地方の全般並びに東北地方の南西

部に及んだ。新潟腰、測候所の報告に依れば，北魚沼郡川ノ口・堀ノ口l民団菱山

等の各村附近は震動強く屋根石の落下}壁の貌裂したもの等があった。その規

模は大したもわで、はたかったが，嘗時竹花峰夫・花深正男・星矯蔵の三氏が共

の調査に着手されたが，其の結果を設表され石迄には至らたかった。筆者は此

庭に三氏の意園を受継ぎその調査材料を十分参mtの上次に調査結果の報告をす
る。

震度分布測候所で観測された震度は弱震 OII)を越えるものがたい(第 1

表参照)。

最も強く揺れたと思はれる地域は震央を中心と‘して NE-SvV.fC長軸を有ず

る楕図形を注してゐるo第 1圏の震度分布よりすれば震源は精深い様であるo

τ. 策 1 表 苦婁，、度 表

強震新潟県率、)長岡，小出，寺泊，新飯田，谷・，津川，大川谷，森町。(群~l騒)湯原，

謹11¥， .. 谷地，中之僚ム(踊島;諜)西方r~ 喜多方〉坂ド臼

中震新潟j犠)浅貝，栃尾又，*原白(長野牒)飯山，嬰語1'0(群馬j蘇〉大前， 沼田，

回高，下仁田，東小}If，三ノ倉，・安中。

弱震j高田，新潟，前橋，松本，姫崎燈華。(新潟j賑ミ小廿谷，龍ヶ崎，六日町，十日町，

柏崎.五呆，菅名，・新設田，鍵取，羽茂，畑野，中興，雨津，蹄111，直江津，能

生，安塚，天水越，赤倉，新井，青柳。(長野恥中野，柏原，信濃尻，柴，戸揺，

須坂，屋代，上回。(石川賑)ノ羽咋。ぐ書縞牒)館林，太田，草津，鼻毛石，富岡i

伊勢崎，藤問。(埼玉県系〉浦和，杉戸菖蒲，栗橋，槻111，若泉，羽生，本庄。

(編島県系〉長沼，郡山，繭良，富岡，田島，棚倉。く千葉県系)浦安。(秋田螺予知'II!c

(岐阜蘇〉在家。(茨城廓〉守谷。

鰹震;長野，宇都宮，熊谷，曾津，山彦，柿岡，筑波山，富山，輪島，東京，緑別燈

塞，沼尻森林0:(新1屠蘇〉赤谷，新谷，村上，相JII，姫時。(長野牒)岩村田，

平，南小谷。(雷、山県率、〉八尾，生地，舟見，堀川1，大長谷，石勤多白萩。〈群馬蘇〉
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五料，高場，桐生。(埼玉県系)野上。

(山形県率、)米津，油田，禍時，山寺，

及位，宮内，寒河江，畑谷，大谷，

鶴岡，小松，吹浦，田婆俣，立木，

大津，小岡本，向島j本宮，手向，

上ノ山，京塚。(踊烏;1捺)吾妻，中

、村。(千葉牒)佐倉，都， JJJG東 O.(茨

披蘇)谷田部，境。

¥鎖震、宿島，伏木.*戸，飯田，11、宅資，ー

横須賀，金j皐，伊香保義林J白河森

林。く新潟j採〉栗島。(長野j賑〉東僚，

開田，..安曇。よ富山j犠)卒，入善，

上市，滑川，林0・(埼玉際〕豊岡，

玉井，秩父。(山梨蘇)上野原。(千

葉牒)風早，東金，千葉，里子回。(紳

奈川j牒)鳥屋。(静岡県率、〉御殿場。

有感地域が納長〈東北地方の西部まで

北東に延びてゐる事が

柏、異常的と云へるであ

らう O

震時線，等 P-S線及
。

(511 ) 
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び初動方向，測候所管内震度等を考へて東経 138
0

52'，北緯 37017'とした。新

潟県系十日町の北々東約 20粁に嘗ってむる。此の震央に依って得た P波 S波

pP ~皮等の走時曲線を第 2 園及び第 3 園に示す。

4ad「 I∞ 

411品¥.

議

現

時

策 3国走時曲線

200 300 4，∞ 5ω600 7ω 

ー震央距離ー

8ω 棚 11側 1105mi
:....-~----，143に

。

J 

圏中"(:P.は賓現Jj~直を表はし，曲線は震源に於け~~愛震時を 3 時 38 分 51.7

秒として夫々走時表に基いて描いたものである。 P波に就いては和達・鷺坂

・盆町三氏の走時表， 8波は鷺坂・竹jt爾氏の走時表時り p 何れも 1100粁
迄の範閣で震源の深さ 20粁及び 40粁に3討すおもので pP，ppp波は鷺坂・

竹花爾氏の走時表に擦つ?と。賞測結果を表はす賠特に S相は可成りぱらつい

(1) 利達・鷺坂・益田;“Onthe Travel Time of Ear'~hquake WaVE'S" Geopbys. 
Mag.‘VH， 87-99. 

(2) 鷺坂・竹花 r近地地震に於ける s波の走時及び初期徴勤時表j験時.¥'町， ]49-]61. 
(め 鷺坂、・竹花;r近地地震に於ける地表面及反射波に就いて(第一報)J験時..vnr53.，.14. 
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てゐるが，大韓として P は深さ 30~40 粁で， s でほ 20""，30'粁の走時曲線，

K可成りよく一致してゐるo S相のばらつきは， s相の験測し難い黙が大い火

影響してゐると思はれる。

倫 pP及び pPPをも考へて走時曲線よりすれば9 此の地震の震源の深さ

は約 35~粁と推定されるムた段 S 和のぱ〆らつきは等 P-S 線を不確寅にして

ゐる上に震央附近に観測所も左いから震夫に於ける初期後劫時間は徐り明確で

はたい。
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集 3表反射波観測表

都 測 所 設震時 i-P i'-P 震央距離

IU 自 S号 E !(¥U 

富 山 39. 17.6 7.5 一 163 

沼' 樟 29.8 3.6 243 

岐‘ 阜、 33.6 5.1 282 

御 前 崎 41.0 5.5 一 304 

感 同 41.2 6.2 12.5 336 

潰 松 加.5 -8.1 一 304 

可申 戸 53.9 9.2 一 440 

大 阪 55.0 一 14.2 419 

大 阪く支〉 58.9 10.3 一 一一
調 岬 40 01.0 治 17 510 

和 歌 山 02.4 -12.8 一

P波初動分布・此の地震の P 紫 4圃 P波初動分布圃

波初動介布は第 4園の如くた.

ってゐるo印ち震央を廻る地域

では上下動が下動邸ち疎波で，

其の外郭は上動部ち密波にたっ

てゐる。観測値が少い上にj震

央を中心として共の約半分が海

る事は困難である。

設震機構 震源、を中心として

守一一 30"，

る二象限では張力，他の二象限では底力が働くとする。斯様た機構を嘗蹴めて

考ヘて見る、6

震源 E'を中心として小球を考へ，互ひに直交J芋る二つの節平商を A'O'B'，

( 516) 
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C'O'D~; とし， E'を遁る鉛直線が球面と交はる一つの黙を Pとする。此の機構

を適合させβ矯めに第 7闘の如き節線を51ミ， Eは震央， 0は節線の安黙とし

今 EOムSETとじ STは太鰻 240kmであ
るから STの方向には傾きがたいとして平

均値をとれば ET== 120 km EO十200km・

であるから計算の都合上 H==40kmとす

れば E'O'軸は S30
0 
Eの方向に於いて水

平より約 lr34'め傾角を持アζねばたらな

い。然して震源に於ける射出角 e==Oの震

波線と地表との交黙の震央距離は Scheitel

Tiefe (震波線の最深勲)の考へより約120

kmであるから 11
0

34'は水平より下方に

向く。 H=40kln とい ~O'C'== 伊 ==450 と
….  

して(ヂ=29ψ は節子面の交角〉との震
源球より地表面に投影される節

線を計算すれば第8国の如くた

りET，ESは賞際より小さく

なって初動分布吉満足させ得た

zい.0・第 7固では )ET=←120km

であるから e==~'50 で射出され

た震波線の震央距離を 120km

とするには震源の深さ H を約

130km とし在けオL~f'ならな

く518) 
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，約 35kmとたって甚しい矛盾がある。

との矛盾を除く矯めに先ヲ地表面近く

の速度分布を考へて見る。震源に於け

る射出角が 45
0

で H=35km.である

から地震波の速度が一様であると L

てP 共の震央~R難 ~T=35kni とたる

わけでもある。。然してとれを 120kmと

しようとすれば地表面近くで速度分布

が一般とは逆た130ち深さと共に速度が -¥-

減少する様在地層を考へ友ければ友ら

ない。然し之は従来の知識とは相入れ

たい。-

集 8 閏

E霊力と張力が働く四象限のを芝震機構は適用出来たいので，初動分布を閉曲線

で二分して見る。此の場合は震源で皐ーな力が働いた場合であってj此の時

e=Oの射出角を有する震波線が地表面に於ける筋線を決定するbけで，筋線

は震央を中心とし牛径 120kmの節固になる。とれは精小さいので此庭では

H=45kmーとしで ScheitelTiefe (震波線の最深黙)の考へより前途の如くし

て此の節園の牛径を求むれば牛径は 150kmとたる。との宇径 150kmの節固

で、は賓際の初動分布を説明する事は出来たいので、震源、に働いたとす‘る力の力向

ーを鉛直より少しく何れかの方向に傾けて見るとよささうである。

然して初動分布は此の節廓によって二分されF 一方が上勤なら他の地域では

下動にたる0-賞際は震央附近では下動であるかち，震源に於いて翠ー力が下方

K向いて働いたとする変震機構が採用される。今 α(=.cose)の値を考へて見る

H=45kmの程度では震波線に

COSE=21eose -・.................・・・・・・・・・・(1)
v ・

たる関係が成立する o V，りは各J也表及び、H=45k加に於ける P波の速度壱

九あるc和達・驚坂‘益田三氏の走時表てから内挿法(，むよれば H=45kmの d の

最大依は 0.42.1である。の=7.50km/sec，石:=;:3.20 km/secとし(め式から e=

く1) 512・頁 (1)に珂ピ。
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100附近の αを計算すれ夜第 4表の如くたる。とれに依ると射出角が 100 よ

H=45km 
策 4 .表

り小では邸は 0.421より大と在ってそれに撃すする震央距離を求むる事は出来、

たい。即ち ωは射出角が 10
0

以内で体制らなくたる。

との場合地表面の節線を計算する事は出来、ないので、ある。

費測の P 波初動分布を満足する節線 P波初動に疎波を観測せる測候所の

内震央距離の最も長いのは輪島で伏木が之に次いで、ゐるo 依って震源の草ー力

の方向を震夫を遁り西に走る直線(此の直線を QER とする〉の方向~e だ

け傾けて見る6 震央を遁り之h

k直角た SETの方向には傾け

たくもよい様ずある。此の場

合 ES=ET=150kmにたる。

初動分布を満足させる~めに

EQ=200 km とすると Oは第

5表によって()=12014' と在

費~ 5 表

H=45km 
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ふ 策 9 間

‘一一ー一 30μ

るO 第 9圏は EQ，ER， ES， ErTを上述の如く奥へて，震波線の傾向から目

のとで重いた節線である。此の節線に依ると舎津が矛盾する壌であるが，とれ

は上下動の記録もなく?を芝震時も遅いから或ひは初動を観測したのではたく P

く520) 



は小さく第二動か何かを翠測したのではなからうか。宇都宮は節線の近くにも

.拘ちゃ初動が大きい様であるが，宇都宮は精異常的在所である事は多ぐの認め

る所であるo

次に P波と S波の振幅の比を求めてー見?と。一P，8波共に初動をとるのが良

いのであるが賓際初動がとりにくいのもあるので;P波の振幅として便宜上 P

土り 5秒間の振幅の平均をとり， 8波の振幅は Sより 8秒間の振幅の平均

をとった己記象の得られた約 17個所の観測所について第6表の如き健を得

策 e 表

観測所 (~)百 (~)ベ: (~)H (;)z 
新 1思 45.0 一束'京 21.7 4.8 

前 橋 11.5 3.2 '銚子 17.0 8.5 

長 野一 9~4 6.9. 宮崎 115.0 一

持E 谷 20.3 3.0 . 岐 阜 89:0 一

臆 島 7.3 3.3 御 前 崎 21.7 49.0 

柿 間 2.8 4.5 感 岡 22.5・ 5.3‘ 

.富 山 21.8 2.4 亀 山 17.0 8.0 

験 島 6.8 1.9 八白 丈 島 6.0 

甲 ‘府 2.9 3.0 

た。水平動は N8，EvVの成分の大きさを算術平均した。

節線附近ではζの比が震央距離Kは関係友く大で節線より離れる肥後って小

、に友るわけであるが，此庭に得た'PiS波の比の分布?前述の節線を裏書きず

'る事は出来にくい。とれは P，8波の拡幅をとるのtむ初動の大きさをとらな

かったーと云ふ理由又は P波を 5秒間，8波を 8秒間とった平均と云ふ所に幾

分の依陥があるかも知れない。然し此等は何れも根本的とは考へられ友い。

此の附近K起った地震の主なるものを第 7表に示したっ西紀 1500年頃よ

り最近に至る迄に 24同起ってゐるO 共の震大:I'C就いては第四闘を参照され

たい。地震敷2は非常に少い様であるO

以上を要約ナると，

(1) 此の地震の震央は東経 138
0

52'，北緯 37'17'で十日町附近l亡蛍るo
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集、 7 表

日 本 暦 西紀 地 名 被 '害 概 要
トーーー一-

承和年8-n 月 1日3 841 信 濃 培屋倒額す

貞喜Jl --5 VI 17 863 越中， -越後 山崩れ，民家倒潰す

文通 1 :xrr 10 l502 困府附近 人家倒潰多し

寛.3t 5 :xrr 27 1666 高田附近 披破損，潰家多<.出火死者 1500名
E徳 4 m 15- 1714 大町附近 大町にて家屋全牛潰 3∞戸，死者 56名

寧保 3' lX 12 1718 信附濃近， 飯山 飯山城市破損

軍暦 1 lV 25 1751 高田附近 披破損震災地を遁じて死者 2000名，高田領

の全潰及焼失家屋 6088'戸，死者 1128名

文政 11 :xr 12 1828 三保附近 震災地を通じて住家全潰 9808.焼失 1204-
|戸死者向偶者間名

宋保 4 X 26 1833 佐渡，羽前 津浪あり，佐渡庄内被害多し，潰家 1013戸

死者 42名

弘化 4 m24 1-1847 善光、寺、 善光寺大地震にじて，r本邦古来の大震中最も
有名にして，且つ惨搬を極めたるもの Lーな

りJとあり，-信濃，越後の各地に多，大の被害
. 
あり

安政 5 m 10 1858 信濃松 1~ 松代階近に潰家あり

明治 19 w-23 1886 東頚披郡 越後回東頚城郡，信濃園水内郡に被害あり
// 20 VH 22 1887 古志郡 越後国古志郡，三島郡，南浦原郡に於て相営

の地震を感じた与

グ 23 1 7 1890 信護図 信濃関上水内，東筑摩，北安曇，更級の諸郡

K震動強し .噌

グ 30 1 17 1897 上高井郡 上高井郡，上水内郡K震動強し

グ 越後六日町、 南魚沼野、六日町にて震動強〈土蔵壁の亀裂剥

落，屋根石の墜落あん震源は北緯 36052'

来樫 138055'

グ 37 V 8 1904 ，越後六日町 南魚沼郡五十津村に最も強・〈家屋，主藤σJ破
損あり，震源は北緯 36053'，京極 138048'

大軍 1羽rr17 1912 上回酸震 上田町に於て震動強L.，道路亀裂，石垣崩壊

あり，震央付北緯 36026.'9，東経 138014.'8

11 3 xr 15 1914 高田附託 高田附近にて壁の亀裂せるもの多<.屋根石〆

の落下あり

1/ 北安曇郡大町附近震動強しF甑震の中心は大

町郡役所より南東 2粁に嘗る
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日 本 暦 西紀 地 名 被 害 概 要

昭和 2年 E月 2日7 1921 三、島~郡 半壊大破家屋 275戸

1/ 2.:xrr 10 1927 信護川中流 〔瀬著地震，)閥東地方及東北地方!の大平洋岸
. マ

白.
が精異常的l乞人身感畳があヲた，震央は高田

、， .の東北東約 65粁の地鞘，震源の深さ 100粁

附近

1/ 7 1.31 1932 十日7町附近 よ小直域地震，l新潟j膝西部，福島及山形雨勝、

下iぞ亙り人身感畳あり，震度:- 1;高田，

食津

1/ 7 n 28 1932 能生川河口 新潟勝、西部から長野，石川及び稲井廊下に人
身感畳があヲた震度:ーで II;長野，伏木

I;輪島，金津

(2) 走時曲線に依れ

ば震源の深さは約

35kmであり，設

震機構からは約/

45kmにたるO

(3) 此の地震の P

波初動分布は2本

の節線によって四

分され得るがpζ

の多くの地震に遁

肱される後震機構

は深さを考へ陀入

れると営挟められ心

左いO 然るに初動

分布を閉曲線に上司

って二分する様化

も節線が重けるの.
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で'.，此の場合を考へると深さ約 45knJの震源で、大髄下方に向く単一力
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が働いたと考へられる己とめ力の方向ば鉛直線より約 12
0

傾いてゐるo

、倫研究の会余地が多分に残されてゐるが2 之等は更めて女の機舎に譲右事t亡す

ーるよ

絡りに臨み種々懇切たる指導を賜った本多?鷺坂爾技師並びに地震掛諸彦に

厚〈御j曹を申上げる0 ・ ~ ー ; 昼 、(以上)

(昭和 14-年 7月 於中央集象裏)
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